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安全上のこ注意
特長
各部の名称と機能
仕様/外観図
保証とアフターサービスについて
当社サービス窓口

1.安全上のこ注意

●こ使用になる前に、この「安全上のこ注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
●お読みになったあとは、必ず保存してください。

●ここに示した注意事項は、安全に関する重要な内容を記載していますので、下記の指示を必ず守つてください。
●本書では、危険や損害の程度を次の区分で表示し、説明しています。

△ 警告
この表示を無視して、誤つた取り扱い
をすると、使用者が死亡または重傷を
負う可能性が想定される内容を表示し
ています。

△ 注意
この表示を無視して、誤った取り扱い
をすると、使用者が傷害を負う可能性、
―
および物的損害のみの発生が想定され
る内容を表示しています。

△ 注 意

●本書で使用する絵表示は、次のような意味です。

△
警告 。注意 を促す内容があることをお知らせするも
のです。図の中に具体的な注意内容が描かれています。

Θ
禁上の行為 であることを告げるものです。図の中に
具体的な禁止内容が描かれています。

●
行為を 強制 したり 指示 したりする内容を告げるも
のです。図の中に具体的な指示内容が描かれています。
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⑪分解禁止●感電その他傷害が起こるおそれがあります。
機器を分解 改造しないで下さい。

●
●この機器はAC100∨仕様です。他の電圧で

は使用しないで下さい。

△
●濡れた手でプラグや電源スイッチに触れない

で下さい。感電のおそれがあります。

⑬
●電源プラグに、ほこりやこみが付いた状態で
使用しないで下さい。プラグに金属物を近づ
けないで下さい。火災や感電の原因になり
ます。

(番:)水場禁止●機器を雨中や高温、多湿の場所、水気の近く
では使用、保管しないで下さい。

⑬
●機器の中に異物 (金属、可燃物など)、 液体

(水、飲料など)を入れないで下さい。
機器の上に、液体の入つた容器 (花びん、コ
ップなど)を置かないで下さい。

⑬ ●機器に強い衝撃を加えないで下さい。

△

●次のような場合は、ただちに電源を切つて電
源∃― ドをコンセントから抜き、当社サービ
ス窓□にこ相談下さい。

■電源コー ドやプラグが破損したとき
■異物や液体が中に入つたとき
■機器が、雨その他で濡れたとき
■機器に異常が発生したとき
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●電源コー ドをコンセントに抜き差しするとき
は、必ずプラグを持つて抜き差しして下さい。
特に、差し込むときは、プラグを完全に差し
込んで下さい。

Cン動
●長時間使用しない場合、落雷のおそれがある
場合は、電源プラグをコンセントから抜いて
下さい。

⑬
●電源コー ドを無理に曲げたり、上に重いもの

を載せたりしないで下さい。他の機器の電源
コー ドをいつしょに東ねないで下さい。

⑫
火気禁止

●機器には、人気による発火、変質のおそれが
ある部品が使用されています。人気を近づけ
ないで下さい。

△
●機器は水平な場所に設置して下さい。特にキ

ヤスター付きの機器はス トッパーの併用をお
勧めします。

△
●機器によっては、非常に重量の重いものがあ

ります。機器を移動させる場合は充分に注意
して下さい。

△
●機器の形状によっては、移動中などに思わぬ

けがをするおそれがあります。機器を移動さ
せる場合は充分に注意して下さい。

△
●大音量での使用は聴力に悪影響を与えること

があります。
万一、聴力低下や耳鳴りなどの異常を感じた
ら、専門の医師に相談して下さい。



2.特 長

■キーボー ド、エレアコ、エレガット、八―モニカ、大正琴等の楽器が最大6台 *、 マイクが最大6本*接
続できる簡単操作の

マルチアンサンブルPAアンプです。
*MA 60/MA 30接 続は、最大4台、4本までです。

■CDプレイヤーやテープデッキ等が接続できるミュージックインを装備していますので、音楽教室での指導、各種発表会等、

あらゆる用途に対応できます。

■外部スピーカー端子を装備し、スピーカーの増設が可能です。

3.各部の名称と機能

<MA‐ 30>

自 由

<MA¨60>

<MA‐ 120>
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A.楽器/マイク入力部 (MA-120× 6、 MA-60/MA-30× 4)

①マイク/ライン入力端子
マイクやキーボード、リズムマシン等の楽器を接続する端子です。
マイクはMC端子に、楽器類はLNE端子に接続して下さい。

※楽器とマイクを1つのチャンネルに同時に接続することはできますが、その場合楽器とマイクの音量を個々に調節する

ことはできません。また、音質も同じように個々に調節することはできません。

②チャンネル・ボリューム

各チャンネルの音量を調節します。右回しで音量が大きくなります。

③ トーン

各チャンネルの音質を調節します。右回しで高音域が強調され、左回しで低音域が強調されます。

①エフェクト
エコー、リバーブ等を③のエフェクト端子に接続したときに、各チャンネルのエフェクトの音量を調節します。
なお、本機全体のエフェク トの音量はエフェクト側で調節して下さい。

B.ミ ュージック入力部

⑤ ミュージック・ボリューム

⑩のミュージック イン端子に接続した、カセットデッキ、CDプ レイヤー等の外部オーディオ機器の音量を調節します。

右回しで音量が大きくなります。

⑥マスター・ボリューム

本機全体の音量を調節します。右回しで音量が大きくなります。

⑦ヘッドフォン端子
ヘッドフォンを接続する端子です。ヘッドフォンを接続した場合、スピーカーからは音が出なくなります。
ヘッドフォンの音量は⑥のマスターボリュームで調節します。

③ エフェク ト (セ ン ド/リ ターン)

エコーやリバーブ等のエフェク トを接続するための端子です。セン ド (SEND)端 子はエフェク トの入力端子と、

リターン (RET∪ RN)端子はエフェクトの出力端子と、それぞれ接続して使用して下さい。

③録音端子
テープデッキやMD等の録音機器で録音する場合に使用する端子です。録音機器のライン入力端子と接続して下さい。

⑩ミュージック・イン
テープデッキ、CDプ レイヤー等の外部オーディオ機器の音を、本機のスピーカーから出力する場合の接続端子です。

デッキ等の出力端子と接続して下さい。なお、この端子に接続した機器の音量はミュージック ボリューム⑤で調節できま

す。

①外部スピーカー端子

外部スピーカーを増設して使用する場合、この端子に接続します。スピーカーは40～80のものを使用して下さい。接続
には必ずスピーカー用のケーブルをこ使用下さい。

⑫ 電源スイッチ

本機の電源スイッチです。電源ONの ときにインディケーターが点灯します。なお、電源スイッチを操作する時は、

必ずマスター ボリューム⑥を 0に して下さい。

D.



4口 仕 様 /外 観 図

出力 最大実効 60W/平均 30W 最大実効 120W/平均 60W 最大実効 240W/平均 120W
スピーカー 20cm広 帯域型×]、

7 7cm(ト ゥイーター)× ]

30cm(ウ ーファー)× ]、

7 7cm(ト ゥイーター)× ]

38cm(ウ ーファー)× ]、

7 7cm(ト ゥイーター)× 2
コントロール <1～4チ ャンネル>   ｀

ポリューム、トーン、エフェクト

<5チ ャンネル>
ボリューム (ミ ュージック用)

<マスター>
マスターボリューム

<1～4チ ャンネル>
ボリューム、トーン、エフェクト

<5チ ャンネル>
ボリューム (ミ ュージック用)

くマスター>
マスターボリューム

<1～ 6チ ャンネル>
ボリューム、トーン、エフェクト

<7チャンネル>
ポリューム (ミ ュージック用)

<マスター>
マスターボリューム

マイク×4、 ライン×4、

ミュージックイン (ピ ンジャック)

エフェクトリターン

マイク×4、 ライン×4、

ラインイン (ビ ンジャック)

エフェクトリターン

マイク×6、 ライン×6、

ラインイン (ピ ンジャック)、

エフェクトリターン

出力端子 レコーディングアウト(ピンジャック)

エフエクトセンド、ヘッドフォン、

外部スピーカー (40～ 80)

ラインアウト(ピ ンジャック)、

エフェクトセンド、ヘッドフォン、

外部スピーカー (4o～ 80)

ラインアウト(ピンジャック)、

エフエクトセンド、ヘッドフォン、

外部スピーカー (4o～ 80)
スイッチ 電源 電 源 電源

21ヽハ/ 39ヽハ/ 80ヽハノ

電源 AC100V AC100V AC100V
外形寸法 417(W)× 540(H)× 257(D)mm 425(VV)× 660(H)× 290(D)mm 540(W)× 775(H)× 305(D)mm
重量 13 6kg 20 8kg 31 2kg
その他 サービスコンセント (アンスイッチドMAX300W)
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■アフターサービスについてのお問い合わせ先
その他アフターサービスについて、こ不明の点は、まず
お買上げ販売店にこ相談ください。

《修理を依頼される時は 》
修理を依頼される時は、お手数でも、もう一度、各部の
接続についてお調べください。それでも具合の悪い時は
次のことをお知らせください。

■機種名
■故障状態をできるだけ詳しく
■こ購入年月日
■こ住所、こ氏名、電話番号

※保証書は日本国内に限つて有効です。

(注 )本機の仕様および外観は改良のために予告なく変更することがあります。

5.保証とアフターサービスについて

《保証書の記載内容こ確認と保存について 》
この商品には保証書を別途添付しております。記載内容を
こ確認いただき、大切に保存してください。

■保証期間について
保証期間は、お買い上げ日より1年間です。
保証書に記載されている内容により修理いたします。
内容によっては有料修理の場合もあります。

■保証期間経過後の修理について
保証期間経過後の修理については、お買い上げ販売店に
こ相談ください。
修理によって機能が維持できる場合は、お客様のこ要望
により、有料にて修理いたします。

6.当社サービス窓ロ

〒168‐ 0072東京都杉並区高井戸東3丁目36番 14号  TEL 03(3333)8711(代 )FAX 03(3331)8718
〒542‐0065大阪市中央区中寺町1丁目4番23号 石田ビル TEL 06(6763)1487 FA× 06(6763)1467

■本 社

■大 阪

圏HE)K旺おこ。東京サウンド株it会社 鰈鰈緻同鱚囃赳吻鯰mmmmm鰈
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